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　「聞く」の推定用法─ 39 ─

一　

は
じ
め
に

　

今
昔
物
語
集
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

（
１
）
内
ノ
音
不
許
ズ
シ
テ
、
外ａ
ノ
鬼
乍
歎
ラ
返
ヌ　

トｂ
聞
テ
、

（
巻
十
二
の
二
十
八
）

（
２
）
其
ノ
後
、
俄
ニ
大
風
吹
テ
、
大ａ
ナ
ル
木
倒
レ
ヌ　

トｂ
聞
ク
。

（
巻
十
三
の
十
八
）

　

日
本
古
典
文
学
全
集
本
は
、（
１
）
に
つ
い
て
「
書
生
は
穴
の
中
に
居

る
の
で
、
物
音
や
け
は
い
で
そ
れ
と
察
し
た
の
で
あ
る
」（
二
九
〇
ペ
ー

ジ
）、（
２
）
に
つ
い
て
「
盲
僧
な
の
で
、
音
を
た
よ
り
に
そ
れ
と
推
定
し

た
わ
け
で
あ
る
」（
四
〇
三
ペ
ー
ジ
）
と
注
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
は
音
に
よ
っ
て
傍
線
部
ａ
の
出
来
事
を
推
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
推
定

を
表
し
て
い
る
の
が
傍
線
部
ｂ
の
「
聞
ク
」
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
、
引
用
句
を
受
け
て
推
定
を
表
わ
す
「
聞

く
」
を
「
推
定
用
法
の
「
聞
く
」」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

推
定
用
法
の
「
聞
く
」（
以
下
、「
推
定
キ
ク
」
と
記
す
）
の
例
は
今
昔

物
語
集
の
ほ
か
に
も
、

「
聞
く
」
の
推
定
用
法

─
今
昔
物
語
集
を
中
心
に
─

近
藤
政
行
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（
３
）
車
の
音
ご
と
に
胸
つ
ぶ
る
。
夜
よ
き
ほ
ど
に
て
、
み
な
帰
る

音
も
聞
ゆ
。
門
の
も
と
よ
り
も
あ
ま
た
追
ひ
ち
ら
し
つ
つ
行
く

を
、
過
ぎ
ぬ
と
聞
く
た
び
ご
と
に
心
は
動
く
。

（
蜻
蛉
日
記　

中
巻　

天
禄
二
年　

２
１
７
）

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
結
果
と
し
て
推
定
キ
ク

が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
た
今
昔
物
語
集
（
全
部
で
15
）
を
中
心
に
考
察

し
、
推
定
「
な
り（

１
）」

と
の
相
違
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
と
思
う
。
テ
キ
ス

ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
用
い
た（

２
）。

二　

推
定
キ
ク
の
用
例

　

推
定
キ
ク
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
推
定
「
な
り
」
の
意
味
分

類
を
参
照
し
た
い
。

　

岡
崎
正
繼
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る（

３
）。

①　

音
・
声
が
聞
え
て
く
る
意
、
ま
た
は
、
聞
え
て
く
る
や
う
だ
と
い

ふ
意
を
表
す
。
…
…
ガ
聞
エ
ル
。
…
…
ヤ
ウ
ダ
。

（
４
）
あ
る
者
ど
も
、「
こ
の
乾
の
方
に
火
な
ん
見
ゆ
る
。
門
出
で
て

見
よ
」
な
ど
い
ふ
な
れ
ば
、「
も
ろ
こ
し
ぞ
」
な
ど
い
ふ
な

り
。�

（
蜻
蛉
日
記　

下
巻　

天
禄
三
年　

２
９
４
）

②　

音
・
声
・
話
（
主
と
し
て
相
手
の
話
）
な
ど
に
よ
っ
て
推
定
す
る

意
を
表
す
。
…
…
ヤ
ウ
ダ
。
…
…
ヤ
ウ
ダ
ナ
。
…
…
ヤ
ウ
ダ
ネ
。

（
５
）
明
く
れ
ば
、
二
月
に
も
な
り
ぬ
め
り
。
雨
い
と
の
ど
か
に
降

る
な
り
。�

（
蜻
蛉
日
記　

下
巻　

天
禄
三
年　

２
７
３
）

（
６
）
か
ぐ
や
姫
、
…
「
…
い
そ
の
か
み
の
中
納
言
に
は
、
つ
ば
く

ら
め
の
も
た
る
子
安
の
貝
ひ
と
つ
と
り
て
給
へ
」
と
い
ふ
。

翁
、「
か
た
き
事
ど
も
に
こ
そ
あ
な
れ
。
…
」

�

（
竹
取
物
語　

２
４
）

本
稿
は
こ
れ
に
よ
り
な
が
ら
、
②
を
、

③　

音
・
声
に
よ
っ
て
推
定
す
る
意
を
表
す
。
用
例
は
（
５
）

④　

相
手
の
話
に
よ
っ
て
推
定
す
る
意
を
表
す
。
用
例
は
（
６
）

の
よ
う
に
二
分
し
た
い
と
思
う
。
③
は
音
に
よ
っ
て
そ
の
発
生
源
と
な
る

「
雨
い
と
の
ど
か
に
降
る
」
と
い
う
出
来
事
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
「
雨
い
と
の
ど
か
に
降
る
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
な
り
」
に

上
接
す
る
文
は
動
詞
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
④
は
出
来
事
を
述
べ
る
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も
の
で
は
な
く
、
相
手
の
話
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
帰
結
さ
れ
る

「
か
た
き
こ
と
ど
も
に
こ
そ
あ
な
れ
」
と
い
う
事
柄
を
述
べ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
な
り
」
に
上
接
す
る
文
は
、

（
７
）「
す
べ
て
い
み
じ
う
侍
り
。
さ
ら
に
ま
だ
見
ぬ
骨
の
さ
ま
な
り

と
な
ん
人
々
申
す
。
ま
こ
と
に
か
ば
か
り
の
は
見
え
ざ
り
つ
」

と
言
た
か
く
の
た
ま
え
ば
、「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら
で
、

海
月
の
な
な
り
」
と
き
こ
ゆ
れ
ば
、

（
枕
草
子　

九
八
段　

１
９
６
）

（
８
）「
…
も
し
我
に
お
く
れ
て
そ
の
心
ざ
し
と
げ
ず
、
こ
の
思
ひ
お

き
つ
る
宿
世
た
が
は
ば
、
海
に
入
り
ね
」
と
、
常
に
ゆ
い
ご
し

置
き
て
侍
る
な
る
」
と
聞
ゆ
れ
ば
、
君
も
を
か
し
と
聞
き
給

ふ
。
人
々
、「
海
龍
王
の
后
に
な
る
べ
き
い
つ
き
女
な
な
り
。

心
だ
か
さ
苦
し
や
」�

（
源
氏　

若
紫　

１
５
４
）

（
９
）「
こ
こ
に
も
の
し
給
ふ
は
誰
に
か
。
尋
ね
聞
え
ま
ほ
し
き
夢

を
、
見
給
へ
し
か
な
。
今
日
な
ん
思
ひ
合
せ
つ
る
」
と
聞
え
給

へ
ば
、
う
ち
笑
ひ
て
、「
う
ち
つ
け
な
る
御
夢
語
に
ぞ
侍
る
な

る
。
…
」�

（
源
氏　

若
紫　

１
６
０
）

の
よ
う
に
、
名
詞
文
で
あ
る
。

　
「
音
・
声
」
か
「
相
手
の
話
」
か
と
い
う
推
定
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
違
い

が
、
推
定
さ
れ
る
内
容
そ
し
て
「
な
り
」
に
上
接
す
る
文
の
違
い
に
対
応

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
③
と
④
を
区
別
す
る
意
味
は
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
下
、
説
明
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
①
③
④
そ
れ
ぞ
れ
に
便
宜
的

な
名
称
を
つ
け
た
い
。
す
な
わ
ち
①
を
聞
音（

４
）②

を
出
来
事
推
定
③
を
事
柄

推
定
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

表
１
・
２
に
、
推
定
キ
ク
と
あ
と
で
比
較
す
る
推
定
「
な
り
」
の
使
用

状
況
を
ま
と
め
た
。
両
者
と
も
本
朝
の
部
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

推
定
キ
ク
は
世
俗
よ
り
も
仏
法
に
多
い
が
、
こ
れ
は
文
体
の
違
い
で
は
な

く
、
説
話
の
内
容
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
法
に
は
僧
が
多
く

登
場
し
、
そ
の
僧
が
盲
僧
で
あ
っ
た
り
、
闇
夜
に
あ
る
出
来
事
に
遭
遇
す

る
と
い
っ
た
類
話
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

推
定
キ
ク
の
例
を
示
す
。
推
定
キ
ク
に
は
聞
音
と
事
柄
推
定
の
例
は
見

い
だ
さ
れ
ず
、
出
来
事
推
定
の
例
（
15
例
）
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

（
10
）
暁
ニ
成
ル
程
ニ
、
道
祖
返
来
ヌ
ト
聞
ク
程
ニ
、

�

（
巻
十
三
の
三
十
四　

２
５
３
）

（
11
）
而
ル
間
、
鬼
、
仏
壇
ノ
前
ニ
倒
レ
ヌ
ト
聞
ク
。

�

（
巻
十
七
の
四
十
二　

５
６
５
）

（
12
）
人
ノ
足
音
シ
テ
、
我
ガ
寝
タ
ル
傍
ノ
桧
垣
ニ
立
副
ヌ
ト
聞
ケ

ル
ニ
、�

（
巻
二
十
九
の
十
二　

１
５
９
）
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巻
推定「なり」 推定キク

会話文 地の文 小計 会話文 地の文 小計
1
2
3 ２
4 １ ５ ０
5 １
6
7
9
10 １
11 ２ １
12 ２
13 ３
14 １ 20 10
15 ５
16 ３ ２
17 １ ３
19 １ ２
20 ４
22
23 １
24 １ １ １
25 ２ １ １
26 ６
27 ２ ９ 46 １ ４
28 ４ ３
29 ６ ２ １ １
30 １
31 ５ ２
合計 42 29 １ 14

表１　巻別用例数
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推定「なり」 推定キク

会話文 地の文 会話文 地の文

天竺・震旦

聞音 1

出来事推定

事柄推定 4

小計 4 1 0 0

本朝仏法

聞音 6

出来事推定 1 3 10

事柄推定 10

小計 11 9 0 10

本朝世俗

聞音 2 14

出来事推定 2 5 1 4

事柄推定 23

小計 27 19 1 4

合計 42 29 1 14

表２　意味別の用例数



國學院雜誌　第 116 巻第 4号（2015） ─ 44 ─

（
13
）
鬼
、
其
ノ
跡
ニ
来
テ
云
ク
、「
何
ラ
、
此
ニ
有
リ
ツ
ル
奴
ハ
」

ト
。
鬼
来
ヌ
ト
聞
ク
程
ニ
、�

（
巻
十
二
の
二
十
八　

１
７
２
）

　

こ
れ
ら
は
音
や
声
が
聞
こ
え
た
場
合
の
例
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
音

が
聞
こ
え
て
こ
な
か
っ
た
場
合
の
例
も
見
ら
れ
る
。

（
14
）
此
ノ
童
、
起
居
テ
云
、「
我
レ
、
今
三
年
、
此
ノ
主
ノ
為
ニ
被

仕
テ
可
被
打
責
カ
リ
ツ
レ
ド
モ
、
今
、
此
ノ
宿
レ
ル
僧
ニ
値
ヒ

奉
ヌ
レ
バ
、
只
今
、
外
ヘ
行
ヌ
」
ト
云
テ
、
外
ニ
出
ヅ
ト
モ
不

聞
デ
掻
消
ツ
様
ニ
失
ヌ
。�
（
巻
十
七
の
一　

５
０
５
）

（
15
）（
僧
は
）
可
云
キ
事
ナ
ド
云
ヒ
置
テ
、
死
ナ
ム
ズ
ル
所
ニ
行

テ
、
独
リ
居
テ
念
仏
唱
ヘ
テ
居
タ
リ
。
終
夜
傍
ノ
人
聞
ケ
ド

モ
、
忽
ニ
死
ヌ
ト
モ
不
聞
ヌ
ニ
、
既
ニ
夜
明
ヌ
。

�

（
巻
十
九
の
二
十
四　

１
１
）

な
お
、
音
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
の
例
は
、

（
16
）
傍
な
る
所
に
、
さ
き
お
ふ
車
と
ま
り
て
、「
荻
の
葉
、
荻
の

葉
」
と
よ
ば
す
れ
ど
答
へ
ざ
な
り
。�

（
更
級
日
記　

３
０
３
）

の
よ
う
に
、
推
定
「
な
り
」
に
も
例
が
あ
る
。

　

以
上
の
用
例
か
ら
、
推
定
キ
ク
は
出
来
事
の
成
立
ま
た
は
不
成
立
を
音

や
声
で
確
認
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三　

引
用
句
を
受
け
る
「
聞
く
」
の
用
法

　

こ
の
よ
う
な
推
定
キ
ク
は
、
引
用
句
を
受
け
る
「
聞
く
」
の
中
で
ど
の

よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
引
用
句
を
受
け
る
「
聞
く
」
の
用
法
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ

る
。

　

Ａ　

他
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。

（
17
）
東
ヨ
リ
馬
将
来
タ
リ
ト
聞
ツ
ル
ヲ
、
我
レ
ハ
未
ダ
不
見
ズ
。

�

（
巻
二
十
五
の
十
二　

３
９
２
）

（
18
）
豊
楽
院
ニ
ハ
人
謀
ル
狐
有
リ
ト
聞
ク
。

�

（
巻
二
十
七
の
三
十
八　

５
３
１
）

　

Ｂ　

…
と
思
っ
て
聞
く
、
聞
き
耳
を
立
て
る
。

（
19
）
然
テ
走
リ
去
テ
、「
亦
ヤ
人
ヤ
有
ル
」
ト
聞
ケ
レ
ド
モ
、
音
モ

無
カ
リ
ケ
レ
バ
、
走
廻
テ
、
中
門
ノ
御
門
ニ
入
テ
柱
ニ
掻
副
テ
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立
テ
、�

（
巻
二
十
三
の
十
五　

２
５
０
）

（
20
）
主
・
従
ノ
者
次
第
ニ
入
ル
ニ
、「
先
我
ヲ
呼
立
ム
ズ
ラ
ム
」
ト

聞
ニ
、�

（
巻
二
十
六
の
十
四　

４
５
２
）

（
21
）
人
ノ
、
蔵
ノ
辺
ヲ
過
ケ
ル
ニ
、
蔵
ノ
内
ニ
叩
ク
者
有
リ
。「
何

ノ
叩
ク
ゾ
」
ト
聞
ケ
レ
バ
、
蔵
ノ
内
ニ
シ
テ
云
ハ
ク
、

�

（
巻
二
十
九
の
十　

１
５
６
）

（
22
）
何
処
ニ
入
ラ
ム
ズ
ル
盗
人
ニ
カ
ア
ラ
ム
ト
聞
ケ
バ
、「
筑
後
ノ

前
司
」
ナ
ド
云
ヘ
バ
、�
（
巻
二
十
九
の
十
二　

１
５
６
）

　
（
20
）
は
期
待
を
も
っ
て
聞
き
、（
21
）（
22
）
は
何
ら
か
の
情
報
を
得

よ
う
と
し
て
聞
い
て
い
る
で
あ
る
。

　

Ｃ　

聞
い
て
…
と
思
う
。

（
23
）
清
範
、
其
ノ
講
師
ト
シ
テ
、
龍
女
ガ
成
仏
ノ
由
ヲ
説
キ
ケ
ル

ニ
、
実
ニ
聞
ク
人
モ
、
涙
ヲ
流
テ
、
哀
レ
也
ト
聞
ケ
ル
ニ
、

�

（
巻
十
三
の
四
十
三　

２
６
７
）

（
24
）「
何
ノ
男
ニ
カ
有
ラ
ム
」
ト
思
フ
程
ニ
、
車
ノ
共
ナ
ル
雑
色
共

ノ
云
ク
、「
彼
ノ
男
ノ
敵
ニ
テ
、
切
殺
レ
タ
ル
ト
ナ
ム
申
ス
」

ト
云
ケ
レ
バ
、
則
光
糸
喜
シ
ト
聞
ク
ニ
、

�

（
巻
二
十
三
の
十
五　

２
５
１
）

（
25
）
男
ノ
叫
テ
云
様
、「
此
辺
ノ
下
人
承
ハ
レ
。
明
旦
ノ
卯
時
ニ
、

切
口
三
寸
・
長
サ
五
尺
ノ
暑
預
、
各
一
筋
ヅ
ゝ
持
参
レ
」
ト
云

也
ケ
リ
。
奇
異
ク
モ
云
哉
ト
聞
テ
、
寝
入
ヌ
。

�

（
今
昔　

巻
２
６
─
１
７　

四
六
二
）

　

こ
の
う
ち
の
Ｃ
が
推
定
キ
ク
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
両
者

に
は
明
ら
か
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

　

Ｃ
の
引
用
句
は
、
耳
に
し
た
事
柄
に
対
す
る
感
想
な
い
し
は
批
評
を
述

べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
文
の
種
類
も
「
品
定
め
文（

５
）」

で
あ
る
。
も
っ
と

も
、（

26
）
伊
衡
、
此
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
世
ニ
ハ
此
ル
人
モ
有
ケ
リ
ト
聞

ク
。�

（
巻
二
十
四
の
三
十
一　

３
２
４
）

の
よ
う
に
、
気
づ
き
ま
た
は
詠
嘆
の
意
味
を
表
す
「
け
り
」
の
付
い
た
文

あ
る
の
で
、
Ｃ
の
「
聞
く
」
は
感
想
や
批
評
を
述
べ
る
主
体
的
表
現
を
受

け
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
推
定
キ
ク
の
引
用
句
は
用
例
（
１
）（
２
）
の
ほ
か
、

（
27
）
暁
ニ
成
ル
程
ニ
、
道
祖
返
来
ヌ
ト
聞
ク
程
ニ
、（
＝
10
）
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（
28
）
而
ル
間
、
鬼
、
仏
壇
ノ
前
ニ
倒
レ
ヌ
ト
聞
ク
。（
＝
11
）

（
29
）
人
ノ
足
音
シ
テ
、
我
ガ
寝
タ
ル
傍
ノ
桧
垣
ニ
立
副
ヌ
ト
聞
ケ

ル
ニ
、（
＝
12
）

（
30
）
鬼
、
其
ノ
跡
ニ
来
テ
云
ク
、「
何
ラ
、
此
ニ
有
リ
ツ
ル
奴
ハ
」

ト
。
鬼
来
ヌ
ト
聞
ク
程
ニ
、（
＝
13
）

の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
出
来
事
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
、「
物
語
文（

６
）」

で

あ
る
。
引
用
句
中
の
文
の
性
質
が
異
な
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
、
推
定

キ
ク
は
Ｃ
と
は
別
の
用
法
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、「
聞
く
」
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
の
に
注
目
し
た
い
。

（
31
）（
鬼
は
）
我
ヲ
不
求
ズ
シ
テ
、
先
ヅ
馬
ヲ
噉
ス
。
書
生
此
レ
ヲ

聞
ク
ニ
モ
、「
馬
ヲ
噉
ヒ
ハ
テ
ナ
バ
、
我
ガ
身
ヲ
噉
ハ
ム
事
ハ

疑
ヒ
無
シ
。
此
ノ
穴
ニ
入
テ
有
ヲ
バ
不
知
ニ
ヤ
有
ル
ラ
ム
」

�

（
巻
十
二
の
二
十
八　

１
７
２
）

（
32
）
鬼
、
老
僧
ヲ
既
ニ
食
ハ
テ
テ
、
亦
、
若
キ
僧
ノ
有
ツ
ル
所
ヘ

来
ル
。
僧
、
此
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
東
西
思
ユ
ル
事
無
ク
シ
テ
、

�

（
巻
十
七
の
四
十
二　

５
６
５
）

　
「
此
レ
」
が
指
し
て
い
る
の
は
発
話
で
は
な
く
音
で
あ
る
。
音
を
聞
く

と
同
時
に
そ
れ
が
何
の
音
で
あ
る
か
は
分
か
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、「
聞

く
」
に
は
「
聞
い
て
そ
れ
と
知
る
」
と
い
う
意
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
よ
う
な
「
聞
く
」
が
、
音
で
引
用
句
に
示
し
た
出
来
事
を
知
っ
た
と
い

う
表
現
を
構
成
し
た
の
が
推
定
キ
ク
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

推
定
「
な
り
」
の
用
例

　

推
定
「
な
り
」（
全
用
例
数
71
例
）
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

か
を
会
話
文
（
心
内
文
も
含
む
）
と
地
の
文
と
に
分
け
て
述
べ
て
い
く
。

（
表
２
参
照
）

　
［
会
話
文
に
用
い
ら
れ
た
例
］　

42
例

　
ａ
聞
音
（
２
例
）

（
33
）
守
ノ
叫
テ
物
云
フ
音
、
遥
ニ
遠
ク
聞
ユ
レ
バ
、「
其
ノ
、
物
ハ

宣
フ
ナ
ル
ハ
。
…
」�

（
巻
二
十
八
の
三
十
八　

１
１
７
）

（
34
）「
今
ハ
引
上
ヨ
」
ト
云
フ
音
聞
ユ
レ
バ
、「
其
ハ
引
ケ
ト
有
ナ

ル
ハ
」（
巻
二
十
八
の
三
十
八　

１
１
７
）

　

ｂ
出
来
事
推
定
（
3
例
）

（
35
）「
穴
極
ジ
。
震
旦
ノ
天
狗
被
搦
ヌ
ナ
リ
」

�

（
巻
二
十
の
二　

１
４
７
）
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（
36
）
人
ノ
足
音
数
シ
テ
来
ナ
リ
ト
聞
程
ニ
、

�

（
巻
二
十
六
の
九　

４
４
０
）

（
37
）
未
下
ル
程
ニ
、
南
殿
ノ
方
ヨ
リ
歌
ヒ
喤
テ
来
ル
音
ス
。「
ソ
ソ

来
ニ
タ
ナ
リ
」�

（
巻
二
十
八
の
四　

６
２
）

　
ｃ
事
柄
推
定
（
37
例
）

（
38
）
入
道
、
此
ヲ
聞
テ
云
ク
、「
其
レ
ハ
、
極
テ
悪
キ
事
ニ
コ
ソ
侍

ナ
レ
。�
（
巻
二
十
の
四
十
四　

２
１
３
）

（
39
）
兄
「
然
々
ノ
事
ナ
ム
有
ル
」
ト
語
ケ
レ
バ
、
弟
「
希
有
ナ
ル

事
ニ
コ
ソ
侍
ナ
レ
。�
（
巻
二
七
の
三
四　

５
２
５
）

（
40
）「
畳
ノ
裏
ト
ハ
城
下
ト
云
フ
所
ヲ
コ
ソ
、
古
ヘ
旧
事
ニ
申
タ

レ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
少
将
、
此
ヲ
聞
テ
、
心
ノ
内
ニ
喜
ビ
思

テ
、「
然
テ
ハ
其
ニ
住
ム
人
ナ
ナ
リ
」
ト
心
得
テ
、

�

（
巻
三
十
の
六　

２
３
０
）

　

会
話
文
で
用
い
ら
れ
る
推
定
「
な
り
」
全
42
例
の
内
、
事
柄
推
定
の
意

味
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が
37
例
と
最
も
多
く
88
％
を
占
め
る
。

　
［
地
の
文
に
用
い
ら
れ
た
例
］　

29
例

　
ａ
聞
音
（
21
例
）

（
41
）
鬼
共
過
グ
ト
テ
云
ナ
ル
様
、「
此
ニ
気
ハ
ヒ
コ
ソ
ス
レ
。
彼
レ

搦
メ
候
ハ
ム
」
ト
云
テ
、�

（
巻
十
四
の
四
十
二　

３
３
６
）

（
42
）
亦
、
女
追
々
フ
、「
イ
デ
、
其
ノ
子
返
シ
令
得
ヨ
」
ト
云
ナ

リ
。�

（
巻
二
十
七
の
四
十
三　

５
４
０
）

（
43
）
大
路
ニ
女
ノ
音
ニ
テ
「
引
剥
有
ニ
、
人
殺
ス
ヤ
」
ト
叫
ブ
ナ

リ
。�

（
巻
二
十
三
の
十
六　

２
５
３
）

（
44
）
亦
、
何
ナ
レ
バ
然
ル
ゾ
ト
問
フ
ナ
レ
バ
、

�

（
巻
十
四
の
四
十
二　

３
３
６
）

（
45
）
亦
、
児
ノ
音
ニ
テ
、
イ
カ
イ
カ
ト
哭
ク
ナ
リ
。

�

（
巻
二
十
七
の
四
十
三　

５
４
０
）

（
46
）「
射
ヨ
、
彼
レ
ヤ
」
ト
云
ケ
ル
言
モ
未
ダ
不
終
ニ
、
弓
ノ
音
ス

ナ
リ
。�

（
巻
二
十
五
の
十
二　

３
９
４
）

　

こ
の
う
ち
（
41
）
か
ら
（
45
）
の
よ
う
に
発
話
を
引
用
す
る
箇
所
に
用

い
ら
れ
た
も
の
が
15
例
を
占
め
る
。
そ
れ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。

１
云
ナ
ル
様
…
７
例

２
ト
云
フ
ナ
リ
…
３
例

３
ト
叫
ブ
ナ
リ
、
ト
哭
ナ
リ
…
３
例

４
何
ニ
ト
問
フ
ナ
レ
バ
の
類
…
２
例
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こ
れ
ら
は
「
云
ふ
」「
叫
ぶ
」「
哭
く
」
と
い
う
動
作
よ
り
も
、
聞
え
て

き
た
発
話
を
示
す
と
こ
ろ
に
主
眼
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
動
作
に
伴
う
音
や
発
話
を
示
し
つ
つ
表
現
し
た
、

（
47
）
目
ヲ
不
見
開
ネ
バ
、
慥
ニ
何
者
ト
ハ
不
見
ズ
、
大
キ
ヤ
カ
ナ

ル
者
板
敷
ニ
ト
ウ
ト
着
ヌ
ナ
リ
。�（
巻
２
７
─
３
５　

５
２
６
）

（
48
）
九
月
ノ
下
ツ
暗
ノ
比
ナ
レ
バ
、
ツ
ゝ
暗
ナ
ル
ニ
、
季
武
、
河

ヲ
サ
フ
リ
サ
フ
リ
ト
渡
ル
ナ
リ
。�（
巻
２
７
─
４
３　

５
４
０
）

（
49
）
然
レ
バ
、
女
、「
此
レ
ハ
、
ク
ハ
」
ト
テ
取
ラ
ス
ナ
リ
。

�

（
巻
二
十
七
の
四
十
三　

５
４
０
）

（
50
）
音
モ
不
為
デ
曲
マ
リ
居
タ
レ
バ
、
此
ノ
物
近
ク
来
テ
、
先
ヅ

物
ヲ
ハ
ク
ト
下
シ
置
ク
ナ
リ
。�

（
巻
２
８
─
４
４　

１
２
７
）

な
ど
も
（
４
例
）、
推
定
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
具
体
的
な
音
や
発
話
を

明
示
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
聞
音
の
例
に
含
め
た
。

　

ｂ
出
来
事
推
定
（
８
例
）

（
51
）
者
一
人
走
リ
係
テ
来
ナ
リ
。（
巻
十
四
の
四
十
二　

３
３
６
）

（
52
）
入
来
テ
、
此
ノ
家
主
ノ
女
房
ト
物
語
ナ
ド
打
シ
テ
、
二
人
臥

ス
ナ
リ
。�

（
巻
三
十
一
の
十
四　

２
７
５
）

（
53
）
近
ク
モ
不
寄
来
ズ
シ
テ
走
リ
返
ヌ
ナ
リ
。

�

（
巻
十
四
の
四
十
二　

３
３
６
）

（
54
）「
然
也
」
ト
答
フ
レ
バ
、
寄
来
ヌ
ナ
リ
。

�

（
巻
二
十
九
の
十
二　

１
５
９
）

　
ｃ
事
柄
推
定　
　

該
当
す
る
例
な
し
。

　

地
の
文
の
推
定
「
な
り
」
は
聞
音
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が

72
・
4
％
を
占
め
る
（
聞
音
に
含
め
た
47
か
ら
50
の
用
例
を
除
け
ば
58
・

6
％
）。
大
体
に
お
い
て
、
会
話
文
と
地
の
文
と
で
「
な
り
」
の
用
法
が

対
照
的
で
あ
る
。

　

な
お
、
推
定
「
な
り
」
が
世
俗
に
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
用
例

（
34
）
か
ら
（
36
）
の
よ
う
な
事
柄
推
定
が
仏
法
の
倍
以
上
用
い
ら
れ
、

用
例
（
40
）
か
ら
（
45
）
の
よ
う
な
聞
音
の
用
例
数
が
仏
法
の
そ
れ
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
俗
が
仏
法
よ
り
も
会
話
文
を
多
用
し
て
い
る（

７
）

こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

五　

説
話
の
叙
述
か
ら
の
比
較

　

以
上
に
見
た
と
こ
ろ
か
ら
、
推
定
「
な
り
」
と
推
定
キ
ク
と
の
比
較
は
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地
の
文
の
場
合
に
つ
い
て
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
稿
は
両
者
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
説
話
の
叙
述
と
い
う
観
点
か
ら
行
う
の
が
有

効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

ま
ず
、
推
定
「
な
り
」
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
か
。

　

推
定
「
な
り
」
は
主
体
的
表
現
で
あ
る
か
ら
、
会
話
文
に
用
い
ら
れ
た

と
き
に
は
、
推
定
す
る
主
体
は
話
し
手
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
地
の
文
に
用

い
ら
れ
た
と
き
に
は
、
元
は
登
場
人
物
に
よ
る
推
定
で
あ
る
は
ず
の
も
の

が
説
話
の
記
者
に
よ
る
推
定
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
説
話
の
記

者
が
登
場
人
物
の
立
場
で
推
定
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
表
現
に
な
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
の
文
に
用
い
ら
れ
た
推
定

「
な
り
」
は
、
推
定
さ
れ
た
内
容
つ
ま
り
、
一
つ
の
出
来
事
を
そ
こ
に
そ

う
し
て
あ
る
も
の
と
し
て
示
す
も
の
と
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
結
局
、

「
な
り
」
に
よ
っ
て
音
に
基
づ
く
情
景
描
写
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　

推
定
「
な
り
」
は
情
景
描
写
を
行
う
が
ゆ
え
に
、
あ
る
特
徴
を
有
す

る
。
そ
れ
は
複
数
を
連
続
的
に
な
い
し
は
集
中
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
頼
光
の
郎
等
、
平
季
武
、
産
女
に
値
ふ
語
」（
巻
二
十
七

の
四
十
三
）
は
７
例
の
推
定
「
な
り
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
の
説

話
に
用
い
ら
れ
た
推
定
「
な
り
」
の
用
例
数
と
し
て
最
多
で
あ
る
が
、
そ

の
す
べ
て
が
、
季
武
と
産
女
と
の
や
り
取
り
を
描
く
場
面
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
尊
勝
陀
羅
尼
の
験
力
に
依
り
て
鬼
の
難
を
遁
れ
た
る

語
」（
巻
十
四
の
四
十
二
）
で
は
、
鬼
た
ち
が
常
行
を
捕
え
よ
う
と
何
度

も
試
み
る
場
面
に
５
例
の
推
定
「
な
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
少
々
長

い
が
前
者
の
例
を
引
用
す
る
。

（
55
）
九
月
ノ
下
ツ
暗
ノ
比
ナ
レ
バ
、
ツ
ツ
暗
ナ
ル
ニ
、
季
武
、
河

ヲ
サ
フ
リ
サ
フ
リ
ト
渡
ル
ナ
リ
。
既
ニ
彼
方
ニ
渡
リ
着
ヌ
。
此

レ
等
ハ
河
ヨ
リ
此
方
ノ
薄
ノ
中
ニ
隠
レ
居
テ
聞
ケ
バ
、
季
武
、

彼
方
ニ
渡
リ
着
テ
、
行
縢
走
リ
打
テ
、
箭
抜
テ
差
ニ
ヤ
有
ラ

ム
、
暫
許
有
テ
、
亦
取
テ
返
シ
テ
渡
リ
来
ナ
リ
。
其
ニ
度
聞
ケ

バ
、
河
中
ノ
程
ニ
テ
、
女
ノ
音
ニ
テ
、
季
武
ニ
現
ニ
「
此
レ
抱

抱
ケ
」
ト
云
ナ
リ
、
亦
児
ノ
音
ニ
テ
、
イ
カ
イ
カ
ト
哭
ナ
リ
。

其
ノ
間
、
生
臭
キ
香
、
河
ヨ
リ
此
方
マ
デ
薫
ジ
タ
リ
。
三
人
有

ル
ダ
ニ
モ
、
頭
毛
太
リ
テ
怖
シ
キ
事
限
リ
無
シ
。
何
況
ヤ
、
渡

ラ
ム
人
ヲ
思
フ
ニ
、
我
ガ
身
乍
モ
半
ハ
死
タ
ル
心
地
ス
。
然

テ
、
季
武
ガ
云
ナ
ル
様
、「
イ
デ
抱
カ
ム
、
己
」
ト
。
然
レ

バ
、
女
、「
此
レ
ハ
、
ク
ハ
」
ト
テ
取
ラ
ス
ナ
リ
。
季
武
、
袖

ノ
上
ニ
子
ヲ
受
取
テ
ケ
レ
バ
、
亦
、
女
追
追
フ
、「
イ
デ
、
其

ノ
子
返
シ
令
得
ヨ
」
ト
云
ナ
リ
。
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�

（
巻
二
十
七
の
四
十
三　

５
４
０
）

　

こ
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
使
用
例
が
見
ら
れ
る
の
が
推
定
「
な
り
」
の

特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
用
例
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
音

に
基
づ
く
情
景
描
写
の
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

　

一
方
、
推
定
キ
ク
は
特
定
の
登
場
人
物
が
一
つ
の
出
来
事
を
確
認
す
る

と
こ
ろ
に
力
点
を
置
く
。
そ
し
て
、
そ
の
出
来
事
は
登
場
人
物
に
と
っ

て
、
ま
た
は
説
話
の
構
成
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

た
と
え
ば
、「
筑
前
の
前
司
源
忠
理
の
家
に
入
り
た
る
盗
人
の
語
」（
巻

二
十
九
の
十
二
）
で
は
、
方
違
え
を
し
た
忠
理
が
夜
中
に
「
人
ノ
足
音
シ

テ
、
我
ガ
寝
タ
ル
傍
ノ
桧
垣
ニ
立
副
ヌ
ト
聞
」
く
が
、
そ
れ
は
忠
理
の
家

に
盗
み
に
入
ろ
う
と
計
画
し
て
い
る
者
た
ち
だ
っ
た
。
忠
理
は
そ
の
計
画

を
事
前
に
知
る
こ
と
に
よ
り
被
害
を
ま
ぬ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
鎮
西
武
蔵
寺
に
し
て
翁
出
家
の
語
」（
巻
十
九
の
十
二
）
は
一
人
の
僧
が

「
馬
ノ
足
音
数
シ
テ
人
多
過
グ
ト
聞
」
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
馬

に
乗
っ
た
者
た
ち
が
告
げ
た
通
り
、「
年
七
八
十
許
ナ
ル
翁
」
の
出
家
に

出
会
う
の
で
あ
る
。
忠
理
と
僧
が
「
聞
く
」
と
い
う
こ
と
が
説
話
と
し
て

の
発
端
に
な
っ
て
お
り
、
忠
理
と
僧
が
「
聞
く
」
か
ら
こ
そ
説
話
が
成
立

し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
但
馬
国
ノ
古
寺
ニ
シ
テ
毘
沙
門
、
牛
頭
ノ
鬼
ヲ
伏
シ
テ
僧
ヲ

助
ケ
タ
ル
語
」（
巻
十
七
の
四
十
二
）
は
、
既
に
老
僧
を
食
い
殺
し
た
鬼

が
自
分
に
迫
ろ
う
と
し
た
の
で
、
一
体
の
仏
に
し
が
み
つ
き
心
の
中
で
経

を
と
な
え
て
い
る
と
「
鬼
、
仏
壇
ノ
前
ニ
倒
レ
ヌ
ト
聞
ク
」。
夜
が
明
け

て
、
僧
は
自
分
が
し
が
み
つ
い
て
い
た
仏
は
毘
沙
門
天
で
あ
り
、「
我
ヲ

助
ケ
ム
ガ
為
ニ
、
毘
沙
門
天
ノ
差
シ
殺
シ
給
ヘ
ル
也
ケ
リ
」
と
知
る
の
で

あ
る
。

　
「
信
濃
ノ
国
ノ
盲
僧
、
法
花
ヲ
誦
シ
テ
両
眼
ヲ
開
キ
タ
ル
語
」（
巻
十
三

の
十
八
）
は
、
一
人
残
さ
れ
て
四
か
月
に
な
る
盲
僧
が
飢
え
と
寒
さ
に
耐

え
か
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、「
我
レ
、
汝
ヲ
助
ケ
ム
ト
云
テ
菓
子
ヲ
与
フ
」

と
い
う
夢
を
見
る
。「
其
ノ
後
、
俄
ニ
大
風
吹
テ
、
大
ナ
ル
木
倒
レ
ヌ
ト

聞
」
い
た
僧
は
倒
れ
た
木
の
実
を
食
べ
て
飢
え
を
満
た
し
、
枝
を
燃
料
と

し
て
冬
の
寒
さ
を
し
の
い
だ
。
木
が
倒
れ
た
の
を
「
此
レ
偏
ニ
、
法
花
経

ノ
験
力
也
」
と
知
っ
た
僧
は
い
よ
い
よ
法
花
経
を
読
誦
し
、「
遂
ニ
両
眼

開
ヌ
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
地
蔵
菩
薩
ノ
変
化
ニ
値
遇
セ
ン
ト
願
フ
僧
ノ
語
」（
巻
十

七
の
一
）
に
は
、

（
56
）
此
ノ
童
、
起
居
テ
云
、「
我
レ
、
今
三
年
、
此
ノ
主
ノ
為
ニ
被

仕
テ
可
被
打
責
カ
リ
ツ
レ
ド
モ
、
今
、
此
ノ
宿
レ
ル
僧
ニ
値
ヒ

奉
ヌ
レ
バ
、
只
今
、
外
ヘ
行
ヌ
」
ト
云
テ
、
外
ニ
出
ヅ
ト
モ
不
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聞
デ
掻
消
ツ
様
ニ
失
ヌ
。�

（
巻
十
七
の
一　

５
０
５
）

と
い
う
例
が
あ
り
、
こ
の
後
に
も
、

（
57
）
亦
、
嫗
、
外
ニ
出
ヅ
ト
モ
不
聞
デ
忽
ニ
失
ニ
ケ
リ
。�

（
同
）

と
い
う
例
が
あ
る
。
姿
の
消
え
方
が
「
外
に
出
て
行
っ
た
様
子
が
な
い
」

と
い
う
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
僧
は
「
実
ニ
此
レ
地
蔵
ノ
化
身
也
ケ
リ
」
と

知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
外
に
出
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
こ
に
推
定
キ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

先
の
、
巻
二
十
九
の
十
二
と
巻
十
九
の
十
二
に
つ
い
て
は
、
そ
の

「
聞
」
い
た
後
の
叙
述
に
注
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
「
人
ノ
足
音

シ
テ
、
我
ガ
寝
タ
ル
傍
ノ
桧
垣
ニ
立
副
ヌ
ト
聞
」
い
た
り
、「
馬
ノ
足
音

数
シ
テ
人
多
過
グ
ト
聞
」
い
た
と
き
に
は
、
そ
れ
が
何
者
で
あ
る
か
、
何

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
う
か
が
お
う
と
耳
を
す
ま
し
、
そ
の
者
た

ち
の
や
り
取
り
を
聞
き
取
る
と
い
う
行
動
に
出
る
が
、
そ
の
や
り
取
り
を

語
り
終
わ
る
と
こ
ろ
に
推
定
「
な
り
」
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
巻
十
九

の
十
二
で
は
、

（
58
）「
然
バ
明
日
ノ
巳
時
許
ノ
事
ナ
ル
、
必
参
リ
給
ヘ
。
待
申
サ

ム
」
ト
云
テ
過
ヌ
ナ
リ
。�

（
巻
十
九
の
十
二　

８
９
）

と
な
っ
て
お
り
、
巻
二
十
九
の
十
二
で
は
、
中
間
に
、

（
59
）「
何
主
ノ
坐
ス
ル
カ
」
ト
云
フ
。「
然
也
」
ト
答
フ
レ
バ
、
寄

来
ヌ
ナ
リ
。�

（
巻
二
十
九
の
十
二　

１
５
９
）

と
い
う
一
文
を
は
さ
む
が
、
盗
み
の
計
画
を
と
り
か
わ
し
た
後
に
は
、

（
60
）「
然
ラ
バ
明
後
日
何
主
ヲ
具
シ
テ
必
ズ
坐
シ
会
ヘ
」
ナ
ド
契

テ
、
歩
ビ
別
レ
テ
去
ヌ
ナ
リ
。（
巻
二
十
九
の
十
二　

１
５
９
）

の
よ
う
に
「
な
り
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
説
話
の
叙
述
と
し

て
は
、
何
者
か
の
登
場
に
は
推
定
キ
ク
を
、
退
場
に
は
推
定
「
な
り
」
を

用
い
て
い
る
の
で
あ
る（

８
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
説
話
の
叙
述
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
推
定
「
な

り
」
に
は
音
に
基
づ
く
情
景
描
写
、
推
定
キ
ク
に
は
説
話
の
構
成
に
と
っ

て
重
要
と
な
る
出
来
事
の
確
認
と
い
う
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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六　

ま
と
め

　

本
稿
が
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

（
一
）�

推
定
キ
ク
す
な
わ
ち
、
引
用
句
を
受
け
て
推
定
を
表
す
「
聞

く
」
は
、「
聞
い
て
そ
れ
と
知
る
」
と
い
う
意
の
「
聞
く
」
を
用

い
、
音
で
引
用
句
の
出
来
事
を
知
っ
た
と
い
う
表
現
を
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）�

こ
の
よ
う
な
「
聞
く
」
の
用
法
は
、「
聞
い
て
…
…
と
思
う
」
と

い
う
意
味
を
表
す
「
聞
く
」
と
は
別
の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

（
三
）�

推
定
「
な
り
」
と
推
定
キ
ク
と
の
比
較
は
地
の
文
に
限
定
さ
れ

る
が
、
と
も
に
音
に
基
づ
く
判
断
で
あ
る
も
の
の
、
推
定
「
な

り
」
が
情
景
描
写
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
推

定
キ
ク
は
特
定
の
主
体
が
出
来
事
の
確
認
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
四
）�

推
定
キ
ク
は
主
体
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
説
話
の
叙

述
に
用
い
て
特
定
の
人
物
に
よ
る
出
来
事
の
確
認
と
い
う
か
た

ち
を
と
る
こ
と
で
、
説
話
構
成
上
の
重
要
な
部
分
と
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

注（１
）　

本
稿
で
は
、
推
定
伝
聞
の
助
動
詞
「
な
り
」
が
推
定
の
意
味
を
表
し
て
い
る
も

の
を
「
推
定
『
な
り
』」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
２
）　

他
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
源
氏
物
語
は
『
源
氏
物
語
大
成
』、
そ
れ
以
外
は
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
よ
っ
た
。

（
３
）　

岡
崎
正
繼
「
推
定
伝
聞
の
助
動
詞
『
な
り
』
に
つ
い
て
─
そ
の
承
接
と
意
味
─
」

（「
国
学
院
雑
誌
」
九
十
巻
三
号　

一
九
八
九
年
）
な
お
、
用
例
も
岡
崎
氏
が
示
し

て
い
る
も
の
の
一
部
を
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
よ
っ
て
示
す
。

（
４
）　

注
３
の
岡
崎
氏
論
文
に
よ
る
。

（
５
）・（
６
）　

佐
久
間
鼎
『
日
本
語
の
特
質
』
く
ろ
し
お
出
版　

一
九
九
五
年
復
刊
（
育

英
書
院　

一
九
四
一
年
初
版
）
一
五
一
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
７
）　

大
系
本
『
今
昔
物
語
集
』
第
四
冊
の
解
説
参
照
。

（
８
）　

巻
十
九
の
十
二
と
同
話
の
宇
治
拾
遺
物
語
（
巻
十
一
の
十
二
）
に
も
「
馬
の
足

音
あ
ま
た
し
て
、
人
の
過
ぐ
る
と
聞
く
程
に
」（
３
５
８
）
と
推
定
キ
ク
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
鬼
神
と
道
祖
神
と
の
や
り
取
り
を
述
べ
る
箇
所
に
「
答
ふ
な

り
・
問
ふ
な
れ
ば
・
い
ふ
な
れ
ば
」
の
よ
う
に
推
定
「
な
り
」
を
用
い
、
締
め
く

く
る
箇
所
に
は
用
い
て
い
な
い
。
何
者
か
の
登
場
に
推
定
キ
ク
を
用
い
る
点
は
共

通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。


